
手入力 様式E
計算システムの結果を手入力
エクセルによる自動計算

算定方法等 指針参照先

単位
m2(ha)
m2(ha)

開発区域 m2(ha) Ａａ＝ａ＋ｂ

m2(ha)
集水区域 m2(ha) Ａ＝Ａａ＋Ａｂ

行為前 計算システムにより算出し入力
行為後 計算システムにより算出し入力

基準降雨 1/3　or　1/10 500m2≦ａ＜1,000m2→W=1/3、1000m2≦ａ→W=1/10

行為前 m3/s 計算システムにより算出し入力
行為後 m3/s 計算システムにより算出し入力

開発区域内に調整池に流入しない面積がある場合に入力

m2(ha)
　合成流出係数 行為後
　直接放流量 行為後 m3/s Q0=1/360*fｃ*r(1/3→98.2、1/5→120.8)*ｃ

m2(ha) Aｃ＝A－ｃ
行為前 計算システムにより算出し入力
行為後 計算システムにより算出し入力

許容放流量 m3/s Q下段＝Q0－ｑ１－Q上段

現地透水試験か中間値を選択
現地試験の場合に入力する

m/hr ｋ０’＝ｋ０×3600／100
影響係数 地下水位、目づまり等による影響に対する安全率

② ③ ④ ←それぞれ４種類まで入力可能
ますの種類 ←円筒ます：1、正方ます：2、矩形ます：3

浸透面 ←[側面及び底面]：1、[底面]：2
幅1(直径) m 設置する浸透ますの幅（直径）
幅2(延長) m 設置する浸透ますの幅(延長)　※円筒、正方の場合は記入不要

設計水頭 m 設置する浸透ますの設計水頭
比浸透量 m2 幅(直径)、設計水頭を用いて算定式により算出

個　数 個 設置する浸透ますの個数
浸透対策量 m3/hr 0.00 0.00 0.00 Qm1～n＝k０'×α×kｆm×N

浸透対策量　計 m3/s (Qm＝Qm1＋Qｍ２＋・・・・＋Qmn)/3600
体　積 m3

空隙率 ％ 使用する部材により決定
空隙貯留量　計 m3 ｖｍ＝ｖｍ１×αｍ１＋ｖｍ２×αｍ２＋・・・・＋ｖｍｎ×αｍｎ

幅　 m 設置する浸透トレンチの幅
設計水頭 m 設置するトレンチの設計水頭
比浸透量 m 0.00 0.00 0.00 幅、設計水頭を用いて算定式により算出

延　長 m
浸透対策量 m3/hr 0.00 0.00 0.00 Qt1～ｎ＝k０'×α×kｆｔ×Lt

浸透対策量　計 m3/s (Qｔ＝Qｔ1＋Qｔ２＋・・・・＋Qｔn)/3600
体　積 m3

空隙率 ％ 使用する部材により決定
空隙貯留量　計 m3 ｖｔ＝ｖｔ１×αｔ１＋ｖｔ２×αｔ２＋・・・・＋ｖｔｎ×αｔｎ

設計水頭 m 施工する透水性舗装の設計水頭
比浸透量 m 0.000 0.000 0.000 設計水頭を用いて算定式により算出

面　積 m2 施工する透水性舗装の面積
浸透対策量 m3/hr 0.00 0.00 0.00 Qh1～ｎ＝k０'×α×kｆh×Ah

浸透対策量　計 m3/s (Qｈ＝Qｈ1＋Qｈ２＋・・・・＋Qｈn)/3600
体　積 m3 施工する透水性舗装の形状により算出

空隙率 ％ 使用する部材により決定
空隙貯留量　計 m3 ｖｈ＝ｖｈ１×αｈ１＋ｖｈ２×αｈ２＋・・・・＋ｖｈｎ×αｈｎ

浸透対策量 m3/hr 施工する施設の浸透能力により算出し入力
浸透対策量　計 m3/s (Qｘ＝Qｘ1＋Qｘ２＋・・・・＋Qｘn)/3600

空隙貯留量 m3 使用する二次製品の空隙貯留量を入力
空隙貯留量　計 m3 ｖｘ＝ｖｘ１＋ｖｘ２＋・・・・＋ｖｘｎ

浸透対策量 合　計 m3/s Qs＝Qｍ＋Qｔ＋Qｈ＋Qｘ

空隙貯留量 合　計 m3 ｖｓ＝ｖｍ＋ｖｔ＋ｖｈ＋ｖｘ

池の壁面形状 池の勾配 ←「直壁」、「１：○」、「複断面」を記入
容量(ｖ)

① ①
② ②
③ ③
④ ④
⑤ ⑤
⑥ ⑥
⑦ ⑦
⑧ ⑧

放流孔形状 直径(高さ) m 計算システムにより算出し入力
矩形の場合→幅　 m 計算システムにより算出し入力

管底位置 池底から m 計算システムにより算出し入力
m3/s 計算システムにより算出し入力

m 計算システムにより算出し入力
m3 計算システムにより算出し入力

m3/ha V＝Ｖmax／ａ×10,000
放流量評価 ＯＫ　ｏｒ　ＮＧ 許容放流量 Q　≧　最大放流量 Qｍａｘ＋直接放流量ｑ１

　合成流出係数
ｆ０ｃ

ｆ１ｃ

0.00000
0.00

浸透ます

Qｍ１～ｎ

Qｍ

「現地透水試験」ｏｒ
「中間値」

0.000

直接放流区域がある場合

Qt１～ｎ

Qt

ｖｔ１～ｎ

ｖｔ

αt１～ｎ

H
ｋｆt

ｖｍ

Lt

ｖｍ１～ｎ

w

αｍ１～ｎ

H
ｋｆm

N

ｆ１

Ｗ
Q0

Q1

Ａａ

Ａｂ

Ａ
ｆ０

Ｈｍａｘ

0.000

ｖｘ

Qｓ

ｖｓ

φ(D)
B

自然、2段(下段）

αh１～ｎ

ｖｘ１～ｎ

2段(上段)

貯留施設諸元

透水性舗装

その他
Qｘ

放流施設諸元

0.000

0.00
0.00000

ｖｈ

Qｘ１～ｎ

H
ｋｆh

開発区域外から雨水を流入する区域

合成流出係数

ピーク流入量

　直接放流区域

0.00000

浸透トレンチ
及び
浸透側溝

ﾎﾟﾝﾌﾟ(ｖ)

諸元
値基本諸元

雨水浸透阻害行為区域
雨水浸透阻害行為に該当しない区域

ａ
ｂ

Ｖｍａｘ

Ｖ

水深(m)水深(m)

Ah

Qh１～ｎ

Qh

ｖｈ１～ｎ

0.00000

0.000

0.000

0.00000

0.000

α

w1(ｄ)

ｋ０

0.03
←少数第5位まで

0.81 0.45

w2(L)

ｋ０’

①

飽和透水係数
中間値 ←選択

Q下段、Q上段

ｃ

ｑ１

Aｃ　直接放流区域を除いた集水区域

1/

浸透施設諸元

cm/s

0.00

0.00

貯留・浸透施設チェックシート【調整池容量計算システム】

最大放流量
池内最大水深
池内最大ボリューム

直壁　or　１：○

Qｍａｘ

地盤高、外水位の高さ等を考慮して設定した貯留施設の形状により作成

開発区域に必要な調整池容量

ｆｃ

ｈ０

自然放流方式
2段ｵﾘﾌｨｽ方式
ﾎﾟﾝﾌﾟ放流方式

水深～容量関係
水深～ﾎﾟﾝﾌﾟ関係


